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夏休みを迎えるにあたり

この約４ヶ月間、生徒達は学習、行事や部活動に取り組みました。その日々の取組に対し
「グッジョブ（Good job）！」とひとり１人に声をかけたいです。

今年は「戦後８０年」という節目の年です。日本では平和な日常が続いています
が、世界では今も戦争や争いの中で暮らす子どもたちがいます。
最近私が観た『ノー・アザー・ランド』という映画では、パレスチナの若者が、

自分たちの土地と日常が失われていく現実を記録しています。住民が作った学校を
破壊したり、井戸をセメントで埋めたり、水を家まで引くパイプを切断したりする場面等、あまり
のひどい所業に息苦しくなりました。
なぜ戦争はなくならないのでしょうか。自分達にできることは何もないのでしょうか―そんな問

いに、自分なりの視点で向き合ってみてほしいと思います。

また夏休みは、自由な時間が増えるからこそ、自分の行動に責任をもち、正しく判断する力が必
要です。私が最も心配しているのは、スマートフォンを使ったトラブルです。

【ＳＮＳ】
○いじめ・誹謗中傷：悪口、仲間外れ、いじめ動画の投稿など。  
○個人情報漏洩：位置情報をオンにしたままの写真や背景などから自宅住所が特定される。  
○アカウントの乗っ取り：ＩＤやパスワードが不正に入手され、アカウントが乗っ取られる。  

【アプリ・ゲーム】:
○高額請求：アプリやゲームの課金による高額請求。  
○ワンクリック詐欺：不審なサイトに誘導され、高額な料金を請求される。

【その他】
○詐欺：フィッシング詐欺、架空請求詐欺、個人情報を狙った詐欺。  
○個人情報漏洩：無線LAN接続時の情報漏洩、不正アプリによる情報流出など。  
○「ながらスマホ」による事故：歩行中や自転車運転中の「ながらスマホ」による事故。  
○依存症：スマホの使いすぎによる生活習慣の乱れ、体調不良など。  

身近に注意してくれる大人がいない場面もあるでしょう。だからこそ、一人ひとりが「どう行動
するべきか」を考える必要があります。一方で、虐待や性被害、家のことで大きな負担を抱えてい
るヤングケアラーなど、自分ではどうにもできない問題に遭遇することがあるかもしれません。ど
んなことであれ、あなたの声に耳を傾けてくれる場所があります。困ったときは、以下のような相
談窓口に、ためらわずに連絡してみてください。

◇ 相談窓口の例

○24時間子供SOSダイヤル（文部科学省）
0120-0-78310（なやみ言おう）※通話無料／匿名で相談可／24時間対応

○東京都子供の悩み相談（東京都教育相談センター）
0120-53-8288（ご相談やっぱり）※午前9時～午後9時

○チャイルドライン（18歳までの子ども専用）
0120-99-7777 ※午後4時～午後9時／毎日対応（年末年始除く）
https://childline.or.jp（チャット相談も可能）

○児童相談所相談専用ダイヤル
189（いちはやく）※お近くの児童相談所につながります

※ その他、学校ホームページに掲載、やClassroomで配信もしています

困ったときは、必ずあなたを助けてくれる大人がいます。話すこと、頼ることは弱さではありま
せん。自分と周りを大切にする「強さ」です。安全に気をつけて、心も体も大きく成長する夏を過
ごしてください。夏休み明け、皆さんと再会できるのを楽しみにしています。
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信州大でキャリア教育（2年生）

7 月 7 日（月）からの移動教室～カヌー体験、白樺湖一周ウォー
ク、体育館レク、畜産体験、信州大学医学部体験授業、間欠泉と足
湯、ほうとう作り～盛りだくさんの３日間でした。その中で個人
的に最も印象に残ったことを紹介します。
信州大学医学部助教授加藤沢子先生は、「医師の仕事は大き

く分けて３つあります」と教えてくださいました。
Ⅰ．病院でけがや病気の人を助ける「臨床」の仕事
Ⅱ．病気のしくみや新しい治療法を調べる「研究」の仕事
Ⅲ．医師を育てたり、医療のしくみを考える「教育・行政」の仕事
帰りのバスでは『東京 MER』を観ました。登場人物の中で、

命を守るために現場で戦う喜多見幸太は「臨床医」、厚生労働
省の立場から医療を支える音羽尚は「行政に関わる医師」で
した。つけ加えれば、iPS 細胞の研究で有名な山中伸弥教授は
元々は臨床医でしたがうまくいかず、進路変更をして「研究
者」として成功しています。
「病院で働く人」というイメージだけでなく、研究や教育、

制度づくりなど、医師の仕事がとても広いことに驚きながら、
授業を受けました。私を含め教員も大きな刺激を受けた授業
でした。

カルチャースクール（『謎解き』）ボランティア参加

7月 12日（土）南砂小で行われた『謎解き』のお手伝いに、1年生 4
人、2 年生 1 人、3 年生 5 人が参加しました。まずは自分たちが楽し
み、その後 2 人ずつ 5 箇所のブースを担当し、小学生を楽しませまし
た。事前打ち合わせがあまりないままに役になりきった生徒に、運営
スタッフもびっくり！最後の片付けまでしっかりやってくれました。

『ナガサキ ― 原爆投下後の人生』翻訳者・宇治川康江さんをお迎えして

8 月 28 日（木）、ノンフィクション作品『ナガサキ ― 原爆投下後の人生』（スーザン・サザー
ド著）の翻訳者、宇治川康江さんを本校にお迎えし、出前授業を開催いたします。
宇治川さんが翻訳を手がけた『ナガサキ ― 原爆投下後の人生』は、原爆を生き延びた 5 人の若

者たちの、その後の人生を描いたノンフィクションです。
本の中には、爆心地から約 750 メートルで被爆し、全身に大やけどを負った 15 歳の堂尾みね子

さん、郵便配達中に背中を焼かれ、のちに核廃絶運動の先頭に立った 16 歳の谷口稜曄（すみてる）
さん、そして 16歳で飛行機部品工場に動員されていた永野悦子さんなどが登場します。
永野さんは爆心地から約 2.8 キロの工場で働いていましたが、家族の安否を確かめるため炎と瓦

礫の中を自宅まで走って戻りました。家は全焼、家族も深く傷ついており、それからの人生は心身
の痛みと社会の偏見との闘いでした。
原爆が人の人生に何をもたらしたのか、それでも人はどのように生きようとするのか―。翻訳者

として当事者の声を丁寧に伝えた宇治川さんから直接お話を伺える、貴重な機会です。保護者・地
域の皆さんのご参加をお待ちしています。

８月の主な行事
９日（土） 学校閉庁日（～１７日） ２５日（月）全校集会、職員会議（給食なし）

１１日（月） 山の日 ２６日（火）２年 Tokyo Global GateWay
２２日（金） 夏季休業日・終 ２７日（水）校内研修 放学
２３日（土） 数学検定 ２８日（木）平和学習その１

※閉庁日は機械警備になります

「ナガサキ」スーザン・サザード 著 宇治川康江訳 みすず書房
アメリカの作家が、10 代で長崎で被爆した男女 5 人の戦後の困難な生活を描く。８年がかり

の精緻な取材と方言までをも再現した翻訳により、怖いほどリアルに想像できる。核兵器を使う
ことが人類の破滅につながると感じる。 （翻訳者の宇治川さんより図書室に寄贈されました）


